
広
報�

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
　

　
本
市
の
中
心
市
街
地
は
、甲
州
街
道
と
と
も
に
宿
場
町
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
栄

え
た
歴
史
あ
る
ま
ち
で
す
。
ま
た
、八
日
町
地
区
は
、こ
の
甲
州
街
道
と
国
道
十
六
号

線
が
交
わ
る
交
通
の
要
衝
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
地
区
に
中
心
市
街
地
の
活
性

化
の
た
め
、再
開
発
ビ
ル
と
国
道
の
地
下
に
駐
車
場
を
建
設
し
ま
す
。こ
こ
で
は
、こ
の

施
設
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
�

▲高層棟（左側）と中層棟（右側）からなる再開発ビルの完成イメージ�

八日町地下駐車場完成予想図�八日町地下駐車場完成予想図�

2000（平成12年）�

　
　
　
再
開
発
ビ
ル
�

　
こ
の
ビ
ル
は
、八
日
町
第
二
地
区
市
街

地
再
開
発
組
合
の
施
行
に
よ
る
も
の
で
、

高
さ
九
十
八
メ
ー
ト
ル
、地
上
二
十
八
階

・
地
下
一
階
建
て
、床
面
積
五
万
一
千
三

百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
、高
層
棟
と

中
層
棟
か
ら
な
り
ま
す
。
高
層
棟
は
都

市
基
盤
整
備
公
団
の
賃
貸
住
宅
の
ほ
か
、

低
層
階
に
業
務
・
商
業
施
設
が
入
り
、

中
層
棟
は
東
京
電
力
の
営
業
所
と
な
り

ま
す
。ビ
ル
の
周
囲
に
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
て
植
栽
を
す
る
な
ど
景
観
に

も
配
慮
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、国
が
計
画
し
て
い
る
八
日
町
地
下
駐

車
場
と
再
開
発
ビ
ル
の
駐
車
場
は
地
下

で
連
絡
し
ま
す
。
現
地
で
は
、す
で
に
建

物
の
解
体
工
事
を
行
っ
て
お
り
、平
成
十

五
年
六
月
に
完
成
予
定
で
す
。
�

　
問
い
合
わ
せ
は
八
日
町
第
二
地
区
市

街
地
再
開
発
組
合
（
☎
27
・
０
４
６
９
）

ま
た
は
再
開
発
課（
☎
20
・
７
２
６
７
）へ
。
�

　
　
八
日
町
地
下
駐
車
場
�

　
本
市
の
中
心
市
街
地
に
あ
る
八
日
町

地
区
は
、交
通
量
の
多
さ
と
と
も
に
、路

上
駐
車
も
慢
性
的
で
、交
通
渋
滞
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。こ
の
路
上
駐
車
は
、

国
道
の
主
要
幹
線
と
し
て
の
機
能
を
低

下
さ
せ
る
と
と
も
に
、商
業
の
活
性
化
の

大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

国（
建
設
省
）は
こ
う
し
た
交
通
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
、道
路
の
地
下
空
間

を
利
用
し
た
駐
車
場
を
計
画
。
こ
の
駐

車
場
は
収
容
台
数
二
百
台
で
、再
開
発

事
業
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
ま
す
。
�

　
問
い
合
わ
せ
は
建
設
省
相
武
国
道
工

事
事
務
所（
☎
43
・
２
０
０
８
）へ
。
�

甲州街道�

富士見通り�

西
放
射
線
ユーロード�

中央線�
八王子�

八日町�

八
幡
町
�

国
道
16
号
�

国
道
16
号
�

八王子消防署�

八
王
子
王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
�

八
王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
�

み
ず
き
通
り
�

←高尾←高尾�←高尾� 新宿→�

　
当
分
の
間
、再
開
発
ビ
ル
と
地
下

駐
車
場
の
工
事
が
重
な
り
、近
隣
の

方
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
�

八日町地下駐車場�

再開発ビル�

N
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　カセットボンベ、スプレー缶類が発火の原因と思われるごみ

収集車の火災が、昨年度だけで6件発生しています。�

　今年6月に破砕処理センターで行った調査では、ガスが残っ

ていたカセットボンベ、スプレー缶類は約20%。なかには未使

用のものもありました。ひとつ間違えば、破砕処理センターなど

での事故にもつながり、不燃ごみの処理にも影響します。�

　カセットボンベ、スプレー缶類は必ず中身を使い切り、ガスを

完全に抜いてから不燃ごみ集積所に出してください。問い合

わせは清掃部管理課（☎20・７２５３）へ。�

　
横
田
基
地
周
辺
の
そ
れ
ぞ
れ
の
指

定
区
域
内（
七
五
W
・
八
〇
W
・
八
五

W
以
上
）で
最
終
告
示
日（
昭
和
五

十
九
年
三
月
三
十
一
日
）ま
で
に
建
設

さ
れ
た
住
宅（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
住

宅
な
ど
も
含
む
）を
対
象
に
、国
が
防

音
工
事
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
�

　
八
〇
W
以
上
の
区
域
で
指
定
告
示

日
以
降
最
終
告
示
日
ま
で
に
建
て
ら

れ
た
住
宅
は
、新
規
工
事
と
追
加
工

事
を
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、過
去
に
防
音
工
事
の
助
成
を
受

け
、十
年
以
上
経
過
し
た
住
宅
で
そ

の
後
建
て
替
え
ら
れ
る
ま
た
は
建
て

替
え
た
住
宅
は
再
度
防
音
工
事
が

実
施
で
き
ま
す
。
防
音
工
事
で
取
り

付
け
ら
れ
た
冷
暖
房
機
器
や
換
気

扇
で
、十
年
以
上
経
過
し
て
い
て
、故

障
し
た
機
器
の
取
替
工
事
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
�

　
問
い
合
わ
せ
は
、防
衛
施
設
周
辺

整
備
協
会
東
京
支
所（
☎
０
４
２
・
５

０
０
・
１
８
５
５
）か
、市
民
課（
☎
20
・

７
２
２
７
）へ
。
�

　自動車の排気ガスには窒素酸化物が多く含まれ、環境に悪い影

響を与えています。�

　市は毎週水曜日を「ノー・マイカー・デー」として、自動車の使用を

控える呼び掛けやアイドリング・ストップ運動の啓発を進めています。�

　また都は、11月～来年1月に、事業者などに「週に1度はノーカーデ

ー」として、自動車の使用抑制の要請をしたり、毎週水曜日のバス一

日乗車券の割引を行う「水曜バス環境切符」の発行などの取り組み

を行います。�

　皆さんも、電車やバスなどの公共交通機関を利用するなど、ご協

力をお願いします。問い合わせは環境保全課（☎20・7384）へ。�

　
先
月
十
四
日
に
第
一
回
目
の「
地
域
産

業
振
興
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
会
議
は
市
長
の
私
的
諮
問
機
関

で
、本
市
の
地
域
産
業
の
育
成
と
振
興
の

た
め
に
、専
門
的
に
幅
広
い
分
野
か
ら
提

言
を
得
よ
う
と
、七
月
か
ら
準
備
を
進

め
て
き
た
も
の
。
学
識
経
験
者
、地
元
経

済
人
、公
募
に
よ
る
市
民
の
方
な
ど
三

十
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
「
地
域
産
業
振
興
会
議
」
に
は
「
も
の

づ
く
り
産
業
部
会
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
産

業
部
会
」の
二
つ
の
部
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、緊
急
の
課
題
を
検
討
す
る

た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
に
「
I
T
を
活

か
し
た
産
業
振
興
」
や
「
中
心
市
街
地

の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。
�

　
今
後
全
体
会
や
部
会
の
開
催
日
程
な

ど
に
つ
い
て
は
、本
紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

　
問
い
合
わ
せ
は
産
業
政
策
課（
☎
20
・

７
３
７
９
）へ
。
�

雨
天
決
行
�

古
着
・
古
布
の
分
別
収
集
�

�

次
の
収
集
日
は
12
月
2
日
（土）
�

　
六
月
と
九
月
に
実
施
し
た
分

別
収
集
で
集
ま
っ
た
古
着
・
古
布

は
、約
四
百
五
十
七
ト
ン
。ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
の
収
集
日
は
十
二
月
二
日
（土）
と

来
年
三
月
三
日
（土）
で
す
。
収
集
日

の
朝
、八
時
三
十
分
ま
で
に
透
明

か
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
、「
不

燃
ご
み
の
集
積
所（
コ
ン
テ
ナ
収
集

地
区
は
不
燃
ご
み
コ
ン
テ
ナ
の
�

前
）」へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
雨
が

降
っ
て
も
収
集
し
ま
す
が
、家
庭

内
で
保
管
で
き
る
方
は
、次
回
の

収
集
に
ま
わ
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
問
い
合
わ
せ
は
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
課（
☎
46
・
３
１
９
６
）へ
。
�

収
集
す
る
も
の
…
身
に
つ
け
る

す
べ
て
の
衣
類（
ゴ
ム
製
の
も

の
は
除
く
）、シ
ー
ツ
、毛
布
、

タ
オ
ル
な
ど
�

収
集
し
な
い
も
の
…
布
団
、マ
ッ

ト
レ
ス
、カ
ー
ペ
ッ
ト
、ぬ
い
ぐ

る
み
、雨
カ
ッ
パ
な
ど
�

横
田
基
地
の
航
空
機
騒
音
の�

住
宅
防
音
工
事�

「
地
域
産
業
振
興
会
議
」
が
�

正
式
に
発
足
�

�
　市は、沿道の緑を増やすため、生け

垣づくりにかかった費用の一部を下

表のとおり補助しています。�

　補助対象となる標準的な生け垣は

次のすべてに該当するものです。�

▼幅4メートル以上の道路に面してい

て、生け垣の長さが2メートル以上のも

の（10メートルまでを補助）　▼丸太

や竹などで四つ目垣を作り、樹木を植

えたもの　▼生け垣の高さは0.9メート

ル以上とし、長さ1.8メートル当たり6本

以上の樹木を植えたもの�

　また、生け垣をつくるために既存の

ブロック塀やフェンスなどを取り壊した

場合に、その撤去にかかった費用の

一部も補助します。�

　申し込みは必ず生け垣をつくる前

に、市役所6階公園緑政課や各事務

所にある申請書に記入し、設置する場

所の現状の写真を持って直接、または

郵送で八王子市役所公園緑政課（〒

192‐８５０１☎20・7268）へ。�

※生け垣は、せん定しないと、枝や葉

が沿道にはみ出し車両や通行人に迷

惑です。定期的にせん定してください。�

�

標準的な生け垣� 11,000円�

標準に満たない生け垣� 4,000円�

既存の生け垣を撤去し、新たに�
標準的な生け垣を作った場合�

既存の生け垣を撤去し、新たに�
標準に満たない生け垣を作った場合�

5,000円�

2,000円�

ブロック塀などの撤去� 5,000円�

フェンスなどの撤去� 2,000円�

対　　　象� 補助額の上限�
（1m当たり）�

生け垣の新設やブロック塀
などの撤去に補助金



◆
老
齢
基
礎
年
金
◆
�

　
国
民
年
金
に
加
入
し
、最
低
二
十

五
年
以
上
の
保
険
料
納
付
期
間
が

あ
る
方
が
原
則
と
し
て
六
十
五
歳

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。二
十
五
年
の

受
給
資
格
期
間
に
は
次
の
期
間
も

含
ま
れ
ま
す
。
�

○
国
民
年
金
保
険
料
免
除
期
間
�

○
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
期

間
�

○
任
意
加
入
期
間
の
内
、加
入
し
な

か
っ
た
期
間（
カ
ラ
期
間
）�

◆
障
害
基
礎
年
金
◆
�

　
国
民
年
金
加
入
中
に
初
診
日
の

あ
る
病
気
や
ケ
ガ
で
、国
民
年
金
障

害
認
定
基
準
の
一
・二
級
に
該
当
し

た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、初
診
日
の

前
々
月
を
基
準
に
加
入
期
間
の
内
の

三
分
の
二
以
上
の
納
付
や
免
除
期
間

が
必
要
で
す
。
�

　
た
だ
し
平
成
十
八
年
三
月
ま
で

は
直
近
の
一
年
間
に
未
納
が
な
け

れ
ば
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、二
十
歳
前
に
初
診
日
の
あ

る
方
は
、一
定
の
所
得
基
準
に
よ
り
二

十
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。
�

◆
遺
族
基
礎
年
金
◆
�

　
国
民
年
金
に
加
入
中
の
方
、ま
た

は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格

の
あ
る
方
が
、何
の
年
金
も
受
け
ず

に
死
亡
し
た
場
合
に
、そ
の
方
の
十

八
歳
未
満（
心
身
に
障
害
の
あ
る
子

は
二
十
歳
未
満
）の
子
の
あ
る
妻
、ま

た
は
子
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
�

　
な
お
納
付
状
況
や
所
得
に
よ
っ
て

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

◆
寡
婦
年
金
◆
�

　
婚
姻
期
間
が
十
年
以
上
あ
る
夫

婦
で
、国
民
年
金
保
険
料
納
付
済
期

間
と
保
険
料
免
除
期
間
と
を
合
算

し
て
二
十
五
年
以
上
あ
る
夫
が
何
の

年
金
も
受
け
ず
に
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
妻
が
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
間
、受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。な

お
、一
定
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
�

◆
死
亡
一
時
金
◆
�

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
第
一
号

被
保
険
者
と
し
て
三
年
以
上
納
め

た
方
が
、何
の
年
金
も
受
け
ず
に
死

亡
し
、な
お
か
つ
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
、保
険
料
を
納

め
た
期
間
に
応
じ
て
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
�

　
死
亡
一
時
金
と
寡
婦
年
金
と
が

競
合
す
る
場
合
に
は
選
択
に
よ
り

そ
の
一
つ
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
�

問
い
合
わ
せ
は
国
民
年
金
課
�

（
☎
20
・
７
２
３
9
）へ
�

国
民
年
金
�

　
二
〇
〇
〇
年
「
子
ど
も
読
書
年
」
を
記

念
し
て
実
施
し
た
、市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生
に
よ
る
児
童
・
生
徒
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
。

こ
の
創
作
童
話
作
品
の
各
賞
の
表
彰
式
と

童
話
作
家
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
�

期
日
　
11
月
25
日
（土）
�

会
場
　
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
5
階
ホ
ー
ル
�

内
容
・
時
間
　
表
彰
式
…
午
後
2
時
〜
2

時
30
分
、講
演
会「
童
話
の
面
白
さ
の
発
見
」

…
午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

講
師
　
童
話
作
家
・
木
暮
正
夫
さ
ん
�

定
員
　
２
０
０
名（
先
着
順
）�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
館（
☎

48
・
２
２
３
３
）へ
�

　9月14日に学園都市センターで開催さ
れた「八王子ファッションウィーク・2000」。
経営、スポーツなどの各分野で優れた活
動を行っている方を選ぶ「8人の王子様・
王女様コンテスト」と新しい自由な発想を
持った起業家を発掘する「八王子ニュー
ビジネスアイデアグランプリ」が行われ、受
賞者が決定しました。問い合わせは八王
子商工会議所（☎23・6311）か企画政策
室（☎20・7200）へ。�
八王子の誇り8人の王子様・王
女様コンテスト�
和田博さん…アマチュアゴルファー日本一�
富永一夫さん…NPO法人の草分け的存
在�

（有）埼玉屋本店・長谷部良幸さん…歴
史ある乾物屋�

丸山栄三郎さん…絹糸工芸画家�
（株）ムラウチ・村内伸弘さん…インターネ

ット視聴率日本一�
五箇谷桂子さん…きもののリサイクル�
三浦励子さん…マジック八王子No.1�
中根安治さん…シニアダンス三笠宮杯優
勝�
八王子ニュービジネスアイデア
グランプリ�
三上浩司さんの「アニメバレーの創設」が
グランプリに輝きました。�
柏田恆希さん…街のインディーズブランド
を世界へ�
東由加里さん…学校給食の問題につい
ての提言�
渡辺重雄さん…地域活性化触媒（カタリ
スト）ビジネス�
冨澤知恵子さん…地域のISO14001取得
お助け事業�
熊谷武洋さん…アントレプレナー・イントラ
プレナーへの大学生による支援事業�

八王子ファッションウィーク2000

8人の王子様・王女様
ニュービジネスアイデアグランプリが決定

　入場料は全額三宅島の方への義援金とし

て寄付します。�

開演日時　11月18日（土）午後7時30分�

曲目　プッチーニ・歌劇「蝶々夫人」より「ある

晴れた日に」、ドヴォルザーク・交響曲第9番

「新世界より」ほか�

出演　指揮・末廣誠さん、ソプラノ・田中三佐

代さんほか�

会場　南大沢文化会館�

定員　500名（先着順）�

入場料　1口1,000円（義援金として）�

　※三宅島の方は無料です。�

問い合わせ　三宅島災害支援対策本部（☎

20・7430）へ�

物品の提供にご協
力を �
　八王子市社会福祉協議会では、避難者の

方が必要としている物品を市民の方から提供

していただく援助活動を行っています。�

　各事務所、福祉センターなどの掲示板に希

望物品を掲示しますのでご協力をお願いしま

す。�

　問い合わせは、ボランティアセンター南大沢

分室（☎79・2206）へ。�

都民交響楽団�
チャリティーコンサート�

ガンバレ三宅島!

こ
ん
な
時
に
、こ
ん
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
�

　
国
民
年
金
に
加
入
し
、年
金
を
受
け
る
た
め
に
最
低
必
要
な
期
間
保

険
料
を
納
め
て
い
る
方
は
、次
の
よ
う
な
年
金
な
ど
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
�

児
童
・
生
徒
童
話
コ
ン
ク
ー
ル

3



費
用
　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
フ
リ
ー
工
作
広
場
「
楽
し
い
割

り
ば
し
工
作
」
�

日
時
　
12
月
2
・
16
日
の
午
後
2
時

〜
4
時
30
分
�

会
場
　
こ
ど
も
科
学
館（
☎
24
・
３
３

１
１
）�

定
員
　
各
36
名（
先
着
順
）�

費
用
　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
科
学
館
へ
�

■
「
夕
焼
ふ
れ
あ
い
の
里
」
で
前

田
真
三
写
真
展
を
開
催
�

　
夕
や
け
小
や
け
文
化
農
園
で
は
、地

元
恩
方
出
身
の
故
前
田
真
三
さ
ん
の

写
真
展
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」
を
開
催

し
ま
す
。
�

期
日
　
12
月
1
〜
27
日（
火
曜
日
は

休
園
）�

費
用
　
無
料（
入
園
料
・
駐
車
料
金
は

必
要
）�

問
い
合
わ
せ
　
夕
や
け
小
や
け
文
化

農
園（
☎
52
・
３
０
７
２
）へ
�

����������■
八
王
子
大
商
業
祭
�

　
市
内
の
各
商
店
会
で
は
、12
月
1
〜

10
日
に
八
王
子
大
商
業
祭
「
０
４
２
６

歳
末
セ
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。
各
商
店
�

日
時
　
12
月
12
日
（火）
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
�

会
場
　
市
民
会
館
第
5・6
会
議
室
�

定
員
　
１
３
５
名（
先
着
順
）�

費
用
　
無
料
�

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、電
卓
�

問
い
合
わ
せ
　
八
王
子
税
務
署
総
務

課（
☎
22
・
６
２
９
１
）ま
た
は
住
民

税
課（
☎
20
・
７
２
１
９
）へ
�

■
パ
ソ
コ
ン
教
室
�

対
象
　
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
市

内
在
住
・
在
学
の
小
学
1
・
2
年
生

と
そ
の
保
護
者
�

日
時
　
12
月
3
・
17
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
�

会
場
　
こ
ど
も
科
学
館
�

定
員
　
18
組（
抽
選
）�

費
用
　
2
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）�

申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ（
1
組
1
 

枚
）に
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
と
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
、返
信
面
の
あ
て
名
を

書
い
て
、11
月
20
日（
消
印
有
効
）

ま
で
に
八
王
子
市
こ
ど
も
科
学
館
 

（
〒
192
‐０
０
６
２
大
横
町
9
‐
13

☎
24
・
３
３
１
１
）へ
�

�催
し
�

�

■
科
学
実
験
シ
ョ
ー
「
音
の
不
思

議
」
�

日
時
　
12
月
3
日
午
前
10
時
30
分
〜
、

午
後
1
時
30
分
〜
、2
時
30
分
〜
 

（
各
回
約
30
分
）�

会
場
　
こ
ど
も
科
学
館（
☎
24
・
３
３

１
１
）�

講
師
　
明
治
大
学
講
師
・
岸
野
安
彦

さ
ん
�

■
家
計
簿
講
習
会
�

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
�

日
時
　
11
月
28
日
（火）
午
前
10
時
〜
正

午
�

会
場
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
�

講
師
　
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

山
内
佳
江
さ
ん
�

定
員
・
費
用
　
60
名（
先
着
順
）・
無
料
�

申
し
込
み
　
電
話
で
消
費
者
セ
ン
タ

ー（
☎
25
・
２
１
５
５
）へ
�

※
受
講
者
に
は
来
年
の
家
計
簿
を
差

し
上
げ
ま
す
。
�

■
お
飾
り
講
習
会
�

日
時
　
12
月
10
日
（日）
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
�

会
場
　
北
野
事
務
所
�

定
員
　
30
名（
抽
選
）�

費
用
　
３
０
０
円（
材
料
費
）�

申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
お
飾
 

り
」
と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、11
月
 

25
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
中

央
公
民
館（
〒
192
‐０
０
８
２
東
町

５‐６
）へ
�

問
い
合
わ
せ
　
由
井
東
部
地
区
社
会

教
育
推
進
委
員
会
・
小
俣（
☎
42
・

０
５
３
５
）へ
�

■
所
得
税
・
住
民
税
申
告
書
の
書

き
方
教
室
�

　
対
象
は
年
金
・
給
与
所
得
者
と
そ

の
配
偶
者
で
す
。
�

▼
年
金
所
得
者
の
方
�

日
時
　
12
月
4
日
（月）
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
�

会
場
　
市
役
所
9
階
９
０
３
会
議

室
�

定
員
　
１
５
０
名（
先
着
順
）�

▼
給
与
所
得
者
と
そ
の
配
偶
者
�

会
場
　
学
園
都
市
セ
ン
タ
ー（
八
王
子

ス
ク
エ
ア
ビ
ル
内
）�

定
員
・
費
用
　
40
名（
先
着
順
）・
無
料
�

申
し
込
み
　
電
話
で
産
業
政
策
課
 

（
☎
20
・７
３
７
９
）、ま
た
は
八
王
子

労
政
事
務
所（
☎
43
・
０
２
７
８
）へ
�

■
漢
字
能
力
検
定
受
験
準
備
講

座
�

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性（
学

生
は
除
く
）で
漢
字
検
定
の
受
験

を
予
定
し
て
い
る
方
�

内
容
　
漢
字
能
力
検
定（
２
〜
4
級
）

合
格
の
ポ
イ
ン
ト
、模
擬
試
験
な
ど
�

日
時
　
11
月
29
日
（水）
午
後
1
時
15
分

〜
4
時
30
分
�

会
場
　
婦
人
セ
ン
タ
ー
�

定
員
　
45
名（
抽
選
）�

費
用
　
千
８
３
５
円（
教
材
費
）�

申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ（
１
人
１
枚
）

に
「
漢
字
」
と
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て

名
を
書
い
て
、
11
月
22
日
（
必
着
）

ま
で
に
八
王
子
市
婦
人
セ
ン
タ
ー
 

（
〒
192
‐０
９
０
４
子
安
町
3
‐30
‐

3
☎
42
・
６
８
３
５
）へ
�

■
福
祉
講
演
会
「
失
語
症
者
を

介
護
す
る
た
め
に
」
�

対
象
　
失
語
症
者
を
持
つ
家
族
、ヘ
ル

パ
ー
な
ど
�

内
容
　
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
方
の

体
験
談
な
ど
�

日
時
　
11
月
26
日
（日）
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
�

会
場
　
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

講
師
　
言
語
聴
覚
士
・
須
田
悦
子
さ
ん
�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
電
話
で
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー（
☎
24
・
５
８
５
０
）へ
�

後
５
時
。
毎
週
火
曜
日
と
年
末
年
始

な
ど
を
除
く
）行
っ
て
い
ま
す
。
�

　
な
お
、「
短
期
下
宿
」
は
、12
月
１
日

か
ら
受
験
生
に
紹
介
し
ま
す
。
�

�講
座
・
教
室
�

�

■
国
際
理
解
講
座
「
ア
ラ
ブ
・
中

東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
何
か
」
�

日
時
　
12
月
8
日
（金）
午
前
10
時
〜
正

午
�

会
場
　
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
�

講
師
　
都
立
大
学
助
教
授
・
大
塚
和

夫
さ
ん
�

定
員
・
費
用
　
72
名（
抽
選
）・
無
料
�

申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ（
１
人
１
枚
）

に
「
ア
ラ
ブ
」
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を

書
い
て
、11
月
25
日（
必
着
）ま
で
に

八
王
子
市
中
央
公
民
館（
〒
192
‐０

０
８
２
東
町
5
‐
6
☎
48
・
２
２
３

２
）へ
�

■
消
費
生
活
講
座
�

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
�

内
容
　
暮
ら
し
の
中
の
危
険
と
損
害

保
険
�

日
時
　
11
月
29
日
（水）
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
�

会
場
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
�

講
師
　
（社）
日
本
損
害
保
険
協
会
職
員
�

定
員
・
費
用
　
40
名（
先
着
順
）・
無
料
�

申
し
込
み
　
電
話
で
消
費
者
セ
ン
タ

ー（
☎
25
・
２
１
５
５
）へ
�

■
パ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会
�

期
日
　
11
月
29
・
30
日
�

内
容
・
時
間
　
セ
ミ
ナ
ー
…
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分
、相
談
会
…
2

時
30
分
〜
4
時
30
分
�

�募
集
�

�

■
理
学
療
法
士
�

対
象
　
理
学
療
法
士
の
資
格
を
持
つ

お
お
む
ね
50
歳
ま
で
の
方
�

内
容
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
集
団

機
能
訓
練（
週
1
回
半
日
程
度
）�

申
し
込
み
　
11
月
30
日
ま
で
に
電
話

で
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
25
・
６

５
０
１
）へ
�

■
受
験
生
へ
の
短
期
下
宿
の
提
供

者
�

　
市
内
に
は
大
学
や
短
大
な
ど
が
21

校
あ
り
、受
験
シ
ー
ズ
ン
に
は
全
国
か

ら
大
勢
の
受
験
生
が
や
っ
て
来
ま
す
。
�

　
学
園
都
市
推
進
会
議
で
は
、こ
う

し
た
受
験
生
の
た
め
に
、「
短
期
下
宿
」

の
紹
介
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
自
宅
の
一
室
を
、受

験
生
の
下
宿
と
し
て
紹
介
す
る
も
の
。

来
春
の
入
試
期
間
中
に
「
短
期
下
宿
」

を
提
供
し
、受
験
生
の
お
世
話
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
�

　
受
付
は
、学
園
都
市
推
進
会
議（
八

王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
内
☎
46
・２
６
６
２
）

で
、今
月
15
日
か
ら
来
春
の
受
験
シ
ー

ズ
ン
終
了
ま
で
毎
日（
午
前
９
時
〜
午
�

4

塔のある丘�塔のある丘�



ＨＡＣＨＩＯＪＩ�

　シドニー五輪水泳女子400メートルメドレーリ
レーで銅メダルを獲得した、田中雅美さん（写
真左）、中村真衣さん（写真中央、女子100
メートル背泳ぎで銀メダルも獲得）、源純夏
さん（写真右）が先月31日に来庁。市長から
一人ひとりに顕彰状が手渡されました。�

中央大学の3選手に顕彰状�

金
の
特
例
措
置
が
終
了
�

　
下
水
道
の
供
用
開
始
の
日
か
ら
3

年
以
内
に
ト
イ
レ
の
水
洗
化
の
改
造

工
事
を
し
た
場
合
に
限
り
、補
助
金
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
3

年
経
過
後
の
も
の
に
つ
い
て
も
交
付
し

て
き
た
特
例
措
置
が
、来
年
3
月
31

日
で
終
了
し
ま
す
の
で
、平
成
9
年
10

月
16
日
以
前
に
供
用
が
開
始
さ
れ
た

区
域
の
方
で
改
造
工
事
が
終
わ
っ
て
い

な
い
方
は
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
管
路
管
理
課

（
☎
20
・
７
２
９
６
）へ
。
�

■
年
末
年
始
の
道
路
工
事
規
制
�

　
年
末
・
年
始
は
、道
路
が
混
雑
し
ま

す
。
幹
線
道
路
と
駅
周
辺
は
12
月
21

日
〜
来
年
1
月
9
日
、そ
の
ほ
か
の
市

道
は
12
月
26
日
〜
来
年
1
月
5
日
の

間
は
、道
路
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
道
路
管
理
課（
☎
20
・
７
２
７

４
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

■
南
大
沢
図
書
館
の
臨
時
休
館
�

　
館
内
特
別
整
理
の
た
め
、
11
月
27

日
〜
12
月
8
日
は
休
館
し
ま
す
。
こ

の
期
間
中
の
図
書
の
返
却
は
、ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

C
D
や
ビ
デ
オ
は
壊
れ
や
す
い
の
で
、

12
月
9
日
以
降
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー

に
お
返
し
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は

南
大
沢
図
書
館（
☎
79
・
２
２
０
１
）へ
。
�

■
お
わ
び
と
訂
正
�

　
本
紙
11
月
1
日
号
の
発
行
番
号
が

ま
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
９
７

８
号
で
す
。
ま
た
、同
5
面
の
並
木
町

立
体
交
差
の
区
間
が
散
田
町
一
丁
目

と
あ
り
ま
し
た
が
、正
し
く
は
散
田

町
五
丁
目
で
す
。お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。
�

予
定
で
、難
聴
や
、発
音
に
心
配
の
あ

る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
�

日
時
　
12
月
11
〜
19
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
正
午（
土
曜
日
は
除
く
）�

会
場
　
四
小
�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
12
月
１
日
ま
で
に
直
接
、

就
学
予
定
校
へ
�

問
い
合
わ
せ
　
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教

室（
四
小
内
☎
44
・
９
５
９
５
）へ
�

■
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休

日
納
付
・
相
談
窓
口
を
開
設
�

日
時
　
11
月
26
日
（日）
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時（
受
付
は
4
時
30
分

ま
で
）�

会
場
　
八
王
子
駅
前
事
務
所（
ク
リ
エ

イ
ト
ホ
ー
ル
地
下
1
階
）、市
役
所

3
階
納
税
課
、2
階
国
民
健
康
保

険
課
�

問
い
合
わ
せ
　
市
税
は
納
税
課（
☎
20

・
７
２
２
５
、20
・
７
３
５
８
〜
９
）、

国
民
健
康
保
険
税
は
国
民
健
康
保

険
課（
☎
20
・
７
２
３
７
）へ
�

■
観
光
資
源
調
査
に
ご
協
力
を
�

　
八
王
子
の
観
光
振
興
、観
光
資
源

の
調
査
の
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
勧
め
の
隠

れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、グ
ル
メ
の
名
店
な

ど
の
情
報
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。
�

受
付
期
間
　
来
年
1
月
31
日
ま
で
�

送
り
先
　
八
王
子
繊
維
貿
易
館
別
館

観
光
資
源
調
査
事
務
所（
八
幡
町
11

‐
2
☎
55
・
５
９
３
５
、Ｆ
Ａ
Ｘ
55
・

５
９
３
６
、Ｅ
メ
ー
ルjm

ar802j@
 

fancy.ocn.ne.jp

）�

問
い
合
わ
せ
　
商
工
課（
☎
20
・
７
３

７
８
）へ
�

■
ト
イ
レ
の
水
洗
化
事
業
補
助
�

※
期
間
中
に
学
校
別
に
入
れ
替
え
を

行
い
ま
す
。
�

日
時
　
12
月
15
日
ま
で
の
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
�

会
場
　
市
役
所
2
階
市
民
ロ
ビ
ー
�

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局（
☎
20
・
７
３
１
９
）へ
�

■
全
国
伝
統
的
工
芸
品
コ
ン
ク

ー
ル
の
受
賞
作
品
を
展
示
�

　
全
国
伝
統
的
工
芸
品
コ
ン
ク
ー
ル
で

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
石
塚

幸
生
さ
ん（
元
横
山
町
一
丁
目
在
住
）

制
作
の
、
東
京
染
小
紋
訪
問
着
「
深
 

山
」
を
12
月
15
日
ま
で
、市
役
所
2
階

市
民
ロ
ビ
ー
産
業
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
展

示
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
商
工
課
 

（
☎
20
・
７
３
７
８
）へ
。
�

�ス
ポ
ー
ツ
�

�

■
市
民
体
育
館
の
一
般
利
用
中
止
�

11
月
23
日
（祝）
…
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

和
弓
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
�

■
甲
の
原
体
育
館
の
一
般
利
用
中

止
�

11
月
23
・
30
日
の
午
後
6
〜
9
時
…
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
�

11
月
28
日
（火）
午
後
6
〜
9
時
、29
日

（水）
午
後
1
〜
9
時
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
�

11
月
26
日
（日）
午
後
7
〜
9
時
…
プ
ー

ル
全
面
�

11
月
27
日
〜
12
月
2
日
…
プ
ー
ル
全

面
��そ

の
他
�

�

■
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
」
の
相
談
�

対
象
　
来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
�

日
時
　
11
月
25
日
（土）
午
後
6
時
30
分

〜
7
時
30
分
�

会
場
　
こ
ど
も
科
学
館
�

演
奏
者
　
バ
イ
ソ
ン
片
山
ト
リ
オ
�

定
員
　
２
６
０
名（
先
着
順
）�

費
用
　
３
０
０
円（
中
学
生
以
下
１
０

０
円
）�

申
し
込
み
　
電
話
で
こ
ど
も
科
学
館
 

（
☎
24
・
３
３
１
１
）へ
�

■
く
つ
ろ
ぎ
コ
ン
サ
ー
ト
�

内
容
　
オ
カ
リ
ナ
と
歌
の
夕
べ
〜
ピ
ア

ノ
、ギ
タ
ー
と
と
も
に
�

曲
目
　
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
」
、 

「
聖
霊
の
踊
り
」
、「
里
の
秋
」
ほ
か
�

日
時
　
11
月
17
日
（金）
午
後
7
時
〜
8

時
30
分
�

会
場
　
南
大
沢
公
民
館（
☎
79
・
２
２

０
８
）�

出
演
者
　
折
田
緑
さ
ん（
オ
カ
リ
ナ
）、

豊
田
香
織
さ
ん
、美
濃
部
弥
生
さ

ん
、渡
辺
久
仁
子
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）

ほ
か
�

定
員
・
費
用
　
70
名（
先
着
順
）・
無
料
�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
シ
ネ
マ
・
フ
レ
ス
コ
�

作
品
　
「
わ
が
心
の
銀
河
鉄
道
」
�

出
演
　
緒
形
直
人
、渡
哲
也
ほ
か
�

日
時
　
11
月
25
日
（土）
午
後
2
時
〜
3

時
50
分
、7
時
〜
8
時
50
分
�

会
場
　
南
大
沢
公
民
館（
☎
79
・
２
２

0
8
）�

定
員
　
各
70
名（
先
着
順
）�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
明
る
い
選
挙
の
ポ
ス
タ
ー
展
�

　
小
・
中
学
生
、高
校
生
が
描
い
た
明

る
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ

ー（
９
４
８
作
品
）を
展
示
し
て
い
ま
す
。
�

０
８
）へ
�

�����������■
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
�

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
空
の
下
、生

演
奏
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。
�

曲
目
　
「
星
に
願
い
を
」
、「
ム
ー
ン
ラ

イ
ト
・
セ
レ
ナ
ー
デ
」
ほ
か
�

会
で
イ
ベ
ン
ト
、売
り
出
し
、プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
詳
し
く
は
、12
月
1
日
の
朝
刊
に

折
り
込
む
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
八
王
子
市
商
店
会
連

合
会（
☎
23
・
６
３
１
１
）へ
。
�

■
八
王
子
市
消
防
団
音
楽
隊
演

奏
会
�

曲
目
　
▼
第
1
部
…
「
ブ
ロ
ッ
ク
Ｍ
」
ほ

か
　
▼
第
2
部
…
「
76
本
の
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
」
ほ
か
�

開
演
日
時
　
12
月
2
日
（土）
午
後
6
時

30
分
�

会
場
　
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
�

定
員
　
8
0
0
名（
先
着
順
）�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

問
い
合
わ
せ
　
防
災
課（
☎
20
・
７
２
�

5

▲息の合った演奏を舞台で�



11月25・26日�

古紙配合率100%再生紙を使用しています�

　ペットボトルは、軽量、丈夫であることから、清涼飲

料用容器を中心に急速に利用が伸び、それに伴いリ

サイクルも進んできています。�

　ペットボトルを出すときは、中身を出しきり、すすい

だ後、キャップをはずし、なるべくつぶしてから出して

ください。ペットボトルのマークを確認して回収協力

店にある専用ボックスへ。収集されたペットボトルは、

さまざまな工程を経てリサイクルされ、文具、繊維製品、

包装材料など、身近な製品に形を変えて生まれ変わ

ります。�

　このような再生品を積極的に使用することも、リサ

イクルを進めていくうえで大切なことです。�

リサイクル推進課（☎46・3196）�

8

■発行／八王子市（〒192-8501 八王子市元本郷町三丁目24番1号）　☎26-3111（代）■編集／企画政策室（広報担当）�
■ホームページ／http: // www. city. hachioji. tokyo. jp/　広報「はちおうじ」は、市のホームページでもご覧になれます。�

●
江
崎
昌
子
ピ
ア
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
�

開
演
日
時
　
来
年
3
月
10
日

（土）
午
後
2
時
�

会
場
　
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
�

●
草
野
政
眞
ピ
ア
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
�

開
演
日
時
　
来
年
3
月
24
日

（土）
午
後
6
時
30
分
�

会
場
　
南
大
沢
文
化
会
館
�

�入
場
料
　
各
2
千
円（
全
席
指
定
）�

チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
11
月
18
日
（土）
午
前
10
時
か
ら
、い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
、

南
大
沢
文
化
会
館
、市
民
会
館
、チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
で
�

電
話
予
約
　
18
日
午
後
1
時
か
ら
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル（
☎
21
・
３
０

０
５
）、午
前
10
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ（
☎
03
・
５
２
３
７
・
９
９

９
９
）で
�

問
い
合
わ
せ
　
文
化
振
興
財
団（
☎
21
・
３
０
０
５
）へ
�

▲江崎昌子さん�▲草野政眞さん�

高尾�

陵南公園本園� 長房市民センター�

横山�
事務所�

●銀杏国●銀杏国�
　本部　本部�
陵南会館跡地陵南会館跡地�

●銀杏国�
　本部�
陵南会館跡地�

南浅川　緑地�

陵南公園陵南公園�
分園分園�

陵南公園�
分園�

新地�
東側広場�東側広場�高尾警察署高尾警察署�高尾警察署� 千人三・四� 千人二�

八王子→�西八王子�

並木一�並木二�
原�

原宿�
多摩御陵入口多摩御陵入口�多摩御陵入口�

川原之宿�

小仏�

小名路�

甲州街道� 至立川�

N

千人一�追分�

…
関
所�

C

E

D

A
F

B

C E

B
F

AD

ステージフェスタいちょう�
　市民参加のステージ�
ファミリーランド�
都立公園紹介コーナー（苗木の配

布もあります）、ふあふあ寅次郎など�
レク共和国広場　�
創作工房やあそび体験コーナーなどの
遊びの広場�学生・子ども広場�

小学生の研究発表、ク
イズ大会など�
苗木の配布（25日）�
1,200本の苗木を配布�
※雨天の場合は26日に
順延�

みんなの和太鼓�
「来て見て触れるお祭り広場」�

ビデオ館　�
八王子ビデオクラブの作品紹介、撮影入門教室など�
国際友好サロン　�
海外、特に東南アジアのエスニック料理の調理見学や試食など�

ふるさとバザール　�
姉妹都市苫小牧市をはじめ全国各地
の物産や輸入品などを販売�

　
市
民
手
づ
く
り
の
催
し
「
い
ち
ょ
う

祭
り
」
が
、十
一
月
二
十
五
・
二
十
六
日
の

午
前
九
時
〜
午
後
五
時（
二
十
六
日
は

四
時
三
十
分
ま
で
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
第
二
十
一
回
、テ
ー
マ
は
「
さ
よ
な

ら
20
世
紀
」
で
す
。
黄
葉
の
き
れ
い
な
イ

チ
ョ
ウ
並
木
の
下
で
、秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
問
い
合
わ
せ

は
同
祭
典
委
員
会（
☎
26
・
５
７
７
７
、当
日
は
☎
65
・
７
１
３
６
）へ
。�

�★
関
所
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
�

　
十
二
か
所
あ
る
関
所
の
う
ち
、七
か
所

以
上
の
関
所
で
焼
き
印
を
受
け
る
と
陵
南

公
園
本
園（
福
引
所
）で
福
引
き
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、全
関
所
で
焼
き
印
を
受
け
る
と
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
賞
が
本
部
で
も
ら
え
ま
す
。
手
形

は
各
関
所
で
六
百
円
で
販
売
。
今
年
の
デ

ザ
イ
ン
は
布
袋
尊
で
す
。
�

★
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
�

　
大
型
店
を
ま
わ
り
、ス
タ
ン
プ
を
押
印
す

る
と
記
念
品
が
も
ら
え
ま
す
。ラ
リ
ー
は
十

五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
で
す
。
�

★パレード　�
　26日正午にクラシックカー・バトントワラー・
ブラスバンドが追分交差点を、幼稚園児
の鼓笛隊が並木町を出発し、多摩御陵入

口までパレードします。�

�

●街の小さな牧場と地域農業の収穫祭�
　乳しぼりやチーズ作りなど�

�

●学校給食フェアー�
　給食の試食など�

企画政策室広報担当 







写真は削除しました。




